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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅上昇となりました。米国株式の底堅さや
原油高が好感され週初は上昇したものの、英中部
マンチェスターでの爆破事件を受けた投資家心理
の悪化により、翌23日（火）は下落しました。週
後半は、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事
録要旨や、日本株の割安感を好感され上昇したも
のの、週末は主要国首脳会議の開催を控え持ち高
調整の売りが広がり、前日比で下落となりました。
（週末引け値：19,686.84円）

 週間では、日経平均株価は0.49％の上昇、東証株
価指数は0.62％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年5月22日～5月26日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、日経平均
株価の上昇や、米債券安、財務省が実施した流動性
供給入札等を受けて、週初は利回りが上昇しました
（価格は下落）。週後半は、日経平均株価の下落や
原油安を背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、
安全資産とされる国債を買う動き優勢となったこと
から、利回りは前週末比で小幅上昇となりました。
（週末引け値：0.042％）

 週間では、10年国債金利は0.002％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H29-TB86）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。週初は、石油輸出国機構（ＯＰＥ
Ｃ）総会で原油の減産目標が期限延長されるとの思
惑や、堅調な欧州株式相場を受けて上昇しました。
ＦＯＭＣの議事録要旨やＯＰＥＣ総会の結果から週
央以降も上昇となり、週末も第一四半期の国内総生
産（ＧＤＰ）の改定値が市場予想を上回ったことが
好感され、最高値圏での推移となりました。（週末
引け値：21,080.28ドル）

 週間ではNYダウは1.32％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週比では円安/米ドル高
となりました。トランプ米大統領のロシアゲート問
題や、英中部マンチェスターで起きた爆発事件を受
け投資家のリスク回避姿勢が強まり、週初は米ドル
を売って「低リスク通貨」とされる円を買う動きが
優勢となりました。週後半は、米長期金利の上昇や
ＦＯＭＣの議事録要旨を受けて円売り・米ドル買い
が進行しました。（週末引け値：111円30銭～40
銭）

 週間では米ドル/円は0.06％の円安、ユーロ/円は
0.15％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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